
成果 課題

９月 ２月 評価 コメント 評価 評価 コメント 評価 コメント
・学校と民間事業者による放
課後補習教室の実施

・放課後補習教室へ
の登録率100％

B 前・後期でテストの結果から人選を
行っている。学習カルテで自己評価
をさせている。

B A 授業時間において88％が肯定的な回
答をした。登録率100％を達成し
た。

A 数値目標が達成された。 今年度と同様に取り組み
を継続していく。

【補充学習の充実】
・週3回の全校一斉朝学習
・民託による週１回放課後補
習教室
・学年による週１回放課後補
習教室

・標準学力調査の達
成率が８０％以上

A 全学年で朝学習の内容を揃え、基礎
学力（読・漢・算）をバランス良く
高めるようにしている。南二道場で
週１回３０分、自身の定着度に合わ
せた学習を始めている。６年生の学
習サポーターも支援に参加してい
る。

A A 授業時間の確保及び児童の学力
定着に努めているかの項目につ
いて88％の肯定的な回答を得
た。
区学力調査で5，6年の算数は達
成率80％を超えている。

A 令和6年度12月の学力テストで
区平均を上回る成績を記録し
た。６年生児童が下級生に教え
ることで学力の向上が見られ
た。良い施策だった。

南二道場を継続していく
ことに加え、ICT機器の
活用と絡めて学習を深め
ていく。

・読書を通じた探究学習の授
業の実施や12時間以上の読
書科の授業を全学年で実施。

・全学年で実施 B 毎学期読書科の授業に取り組
み、成果物を評価している。

B B 読書好きな児童が育っているか
の項目に関しては51％が肯定的
な回答をしており、ICT機器の
活用と絡めた改善が必要。

B デジタルツールによる学習形態
が一般化していることから読書
好きの育成に工夫を期待。

読書科の活動の中で、発
達段階に合わせて本を
使った調べ学習を進めて
いく。

・毎週30分間の全校運動遊
びの実施

・児童へのアンケー
ト結果で、80％以
上の児童が体力を高
めようとしていると
回答

B 全校エンジョイタイムで時間を
決めて運動を行った。高学年が
モチベーション高く取り組むこ
とができるかが課題。

B B 体力向上を図る取組を学校全体で行ってい
るかの項目は75％が肯定的な回答をして
おり、11％の保護者がわからないと回答
しており、体力テスト等で効果的な外部指
導員の導入を検討する。

B 活動テーマが「エンジョイ」で
ある以上、体力テストの結果の
みにこだわる必要はない。

体力テスト向上のために
普段の体育の学習から体
力テストの動きを取り入
れた活動を全学年で進め
ていく。

・６月に主要項目をなかよし
班（きょうだい学年）で実施

・体力テスト全項目
９６のうち都平均以
上が５０％以上

C なかよし班の体力テストで記録
をし合い、１年生は6年生にサ
ポートしてもらうことで意欲を
もって取り組めた。

B B 上記より、体力テスト等で異学年での教え
合いや協力の様子をホームページ等で掲載
することで理解を深めていく。都の平均を
43.8％の児童が達成した

B 目標に近い成長を達成したので
問題はない。次回に更に期待し
ている。

今年度の活動を継続し、
更に体力テストの結果向
上のための取り組みを新
しく進める。

・学期に１回のなわ跳び週間
の設定

・8０％以上の児童
が江戸川区なわ跳び
コンテストに参加

B 継続的に取り組んで様々な技に
挑戦できた。

B A マラソン大会や朝マラソンなどの活動を
行っているため、75％の保護者が体力向
上に取り組んだと肯定的な回答をした。分
からないの回答が11％あり、周知が必要
である。

A 縄跳び週間を定期的に設けられ
た。技の向上にも児童同士の教
え合いなどが見られた。

今年度、縄跳びの出前授
業を実施し、児童の運動
に対する興味関心が深
まったので継続する。

・巡回指導や特別支援教室専
門員の活用、連携

・毎月1回、通常学
級担当教員と特別支
援教育担当教員の打
ち合わせを実施

A 組織改革で特別支援の委員会を
立ち上げ組織的な取り組みがで
きた。

B B 保護者が相談しやすい体制があるか
という項目に関して、27％がわから
ないと回答し、相談を普段から受け
付けているという周知を行う必要が
ある。

B 保護者の理解は当事者を抱える
保護者にしか理解されにくいの
で難しいが、施策を実直に進め
てほしい。

新年度に保護者会などで
周知を行ったり、１年生
から周知を行ったりす
る。

・エンカレッジルームの保護
者への理解啓発

・全学年の保護者へ
のエンカレッジルー
ムを紹介

C 必要としている児童の保護者はそれ
がどのようなものなのか伝わってい
るが、その他の児童の保護者には意
図が伝わりにくい。

B B 上記の理由より、児童にも周知
し、活動を継続的に行ってい
く。

B 児童にも周知を図ることは望ま
しい。支援に関わる内容は当事
者でないと難しいが継続を望
む。

取り組みを継続してい
く。

・年間指導計画に基づいた交
流及び共同学習の実施

・各学期1回以上の
実施

B 副籍交流に関しては必要に応じ
行っている。

B B 必要に応じ行っていることをそ
の都度周知を行う。

B 学校の方針と同意見。 取り組みを継続してい
く。

共
生
社
会
の

実
現
に
向
け
た

教
育
の
推
進

〇ユニバーサルデザイ
ンの視点を取り入れた
個に応じた指導の実
施・充実

特別な配慮を要する児童に対し
て職員の人数が少ないながら工
夫して合理的な配慮を最大限
行っていた。

〇エンカレッジルーム
（特別支援教室）の活
用促進

来室した児童に何を目的とし、
何をさせるかを明確にしてから
来室を促す必要を感じた。

〇副籍交流、交流及び
共同学習の実施充実

異年齢交流が積極的にでき、低
学年が高学年の様子を見て、モ
デルとしているようだった。

体
力
の
向
上

体力テストの成績向上のために
も積極的に取り入れていくのが
良いのではないか。更に、体力
テストの時期に合わせた取り組
みができると効果的。

目標数値には届かなかったので
次年度体力テストの前に主に低
い数値に絞って対策をすること
で改善に努める。

学年での教え合いの時間や、な
かよし班での教え合いがあると
更に技能面が高まるのではない
か。

学
力
の
向
上

習熟が不足している児童への手
立てがはっきりしていて良い。

南二道場で６年生がサポートに
入って勉強を教えたり、学習の
環境を整えたりすることで６年
生の意欲が向上し、他の学年の
児童のやる気が上がっているこ
とが感じられる。

あゆみを通し発信しているが、
より明確に読書科の内容を提示
できると良い。

〇授業改善の推進、学
習の基盤となる基礎・
基本の確実な習得、家
庭学習習慣に対しての
学校の組織的な対応に
よる取組の実施・充実

〇読書科の更なる充実

〇個に応じた体力向上
のための取り組みの実
施・充実

令和6年度　江戸川区立南葛西第二小学校　学校関係者評価報告書（学校経営計画・学校関係者評価シート）

学校教育目標
『自立と貢献』
　学校教育は、学校で完結しない。児童が将来、一社会人として立派に自立し、国や郷土、自分の周囲に貢
献できる資質を身に付けさせる場である。そのことを目指して南葛西第二小学校の教育を推進する。

目指す学校像
目指す生徒像
目指す教師像

・「学力保障」で信頼される学校づくり
・「文武両道」質の高い「知・徳・体」の実現
・「学力保障」の責任を果たし、結果を出す

前年度までの本校の
現状

・全国学力調査質問用紙から学習意欲に対して意欲的であると回答した児童が7割以上いた。
・体力向上の一環として、３０分間外遊びや、朝の時間のマラソンを通して活発に運動する児童の姿
を見ることができた。

・本校の学力向上の目標は「東京都の平均に達する」ということであるが、ここ数年、都の平均付近の傾向にある。学力向上の
手立てとして放課後補習教室の継続や、南二小（放課後の教員による補習）の際に、６年生が前学年に学習をサポートしに行く
取り組みを本年度から始めた。

重点 取組項目 具体的な取組内容 数値目標
達成度

「中間」
学校関係者評価(A～D)

「年度末」
学校関係者評価（A～D） 次年度に向けた

改善案
コメント

「年度末」
自己（学校）評価（A～D）

「中間」
自己（学校）評価(A～D)



・委員会活動や係・当番活
動、異学年交流などの充実

・児童へのアンケート
結果で、80％以上が
係・当番活動をしっか
りやっていると回答

A 児童が主体となり取り組んだ。運動
会の係活動で、活発に取り組む姿が
見られた。児童へのアンケートは継
続をしていく。

B B いじめや不登校解消へ向けた取組に
関しては62％肯定的な回答があり、
保護者と教員との関係ができている
ことが示されている。

B 肯定的な回答が7、8割になると
尚よい。

主体的に活動ができるよ
う高学年を中心に行事な
どで役割を持たせる活動
を行う。

・QUテストの児童の実態把
握に基づいた指導の推進

・年に1回校内でQU
研修会を実施

B 校内研修会でQUテストの活用
法を学び、C4thでの結果の共有
を行い学級経営に生かした。

B B 上記に続き、その一方でわから
ないと回答した保護者も27％お
り、取組を都度周知していく必
要がある。

B 周知方法を要検討する必要があ
る。

QUでの結果を個人面談
等で保護者と共有し学級
経営に生かせるよう学校
全体で徹底する。

・スクールカウンセラー、ス
クールソーシャルワーカーと
の連携強化

・不登校児童とのＳ
Ｃ、ＳＳＷ連携率
100％

B 教員とSCが情報交換を行いなが
ら児童に対応している。

B B 健康で安全な学校生活が送れる対応
を行えているかといった項目では８
５％が肯定的に回答した。教員とSC
との連携があると言える。

B 評価項目の精選が必要。 情報共有を密にして教員
と保護者間や教員同士の
連携を行っていく。

・学校ホームページの更新 ・毎月学年3回以上
更新を行う

B 学校日誌の更新が少なく、今後
無理なく充実させていくように
する。

B A 情報発信を行っているかの項目
に関して88％の肯定的な回答が
あり、特にtetoruでの連絡に便
利さを感じている。

A tetoruでの情報発信は有益だっ
た。

活動を継続していく。

・児童、保護者、地域、教職
員へのアンケート調査の実施

・年間に1回以上実
施

C アンケートを行い、その結果を
学校評価に繋げていく。経営会
議で改善点を挙げ、学校経営に
生かす。

B B アンケートを行い、学校関係者
評価報告書にまとめ、ホーム
ページに掲載している。

B 評価を反映していく方法をより
分かりやすくしていく。

アンケート結果を経営会
議に繋げて、改善を図
る。

・月２回の定時退勤日の設定 ・全教職員の月残業
時間４５時間以下

A 留守電が16：40から入るので、そ
の後の電話対応が減り、業務改善に
繋がった。通知表を二期制にし、水
曜日を４時間にした。

B B 時代に見合った改革を進めてい
るかの回答では、67％の肯定的
な回答があった。

B 残業時間の抑制がされていたの
かどうか数値的に前年度と比較
できるとよいのではないか。

次年度も活動を継続し、
働き方改革に取り組んで
いく。

・教員の組織的な育成 ・全教員年2回の授
業公開

B 幅広いテーマのOJTをベテラン教員
が計画的に行い、教員の育成を図っ
た。校内研究と学力向上研修の充実
を行った。

B B 時代に見合った改革を進めてい
るかの回答では、13％の保護者
がわからないと回答した。

B 周知の方法を検討していく必要
がある。

OJTの活動を継続し、決
められた日でなくとも
OJTが自由に行われるよ
うな取り組みを考える。

不
登
校
・
い
じ
め
対
応
の
充

実

各クラス工夫して取り組んでい
る。

児童の内面を数値化して対応を
考えるという流れが確立してい
て良かった。

〇教育相談の強化 連携した内容を記録として残
し、対応していることが良い。

〇豊かな心の育成

〇hyper-QUの活用

地
域
社
会
に

開
か
れ
た

学
校
（

園
）

の
実
現

〇学校ホームページの
充実等

ホームページなどで学校の様子
を発信してより透明度の高い学
校を目指していく。

〇学校関係者評価の充
実（学校評議員の増
員）

アンケートの個人意見も参考に
し、考察を行う。考察から具体
例を考え、会議の議題として話
し合いを行う。

特
色
あ
る

教
育
の
展
開

〇働き方改革の推進 タイムカードで電子的に出退勤
を記録しているので、自分の勤
務状況を把握しやすい。

〇教員研修の実施 年次の長い教員がC4thで授業公
開を呼びかけ、ポイントや視点
を明示している。教員育成に取
り組んでいて良い。


